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スーパーFJ ジャパンリーグの第 5 大会は鈴鹿・岡山シリーズ第 5・6 戦と併せて、8 月 19〜20 日

に岡山国際サーキットで開催された。 

真夏の岡山スーパーFJ は１大会 2 レース開催で、さらにレース 2 はレース 1 の順位に基づき、トッ

プ 6 のリバースグリッドとなるのが恒例。そのため、レース展開に一味加わることでお馴染みとなっ

ている。 

鈴鹿サーキットをホームコースとするドライバーが大半を占める中、今大会をデビューレースとする

ドライバーもおり、顔ぶれはいっそうフレッシュになった印象も。鈴鹿・岡山シリーズのポイントリーダ

ーとして臨む白崎稜選手（TAKE FIRST スタッフリソース）がどんな走りを見せるのか、そして、シ

リーズ第４戦の鈴鹿でデビュー２戦目にしてポール・トゥ・ウィンを遂げた田中風輝選手（M2 

engineering KK-SII）は異なるコースでも勢いを見せるのか？ また、初出場の三浦柚貴選手

（LAPS レヴレーシング）はカートの経験は無いが、シミュレーターでの練習を重ねての参加になる。

こうして、見どころが尽きない週末になりそうだ。 

 

 

 



公式予選 

公式予選は 19 日午前 8 時より行われた。岡山県には熱中症警戒アラートが発表されているが、早

朝より雲が広がったため、比較的過ごしやすくはあった。予選は 15 分間で行われる予定だったが、

開始から 5 分を経過したあたりで、3 周目を走行していた初参戦のルーキー堂園鷲選手（K デンタ

ルオフィス☆ミスト）がミッショントラブルのためアトウッドのコース上で停止。このマシン回収のため

赤旗が提示された。 

予選は残り 7 分間で再開され、計測 5 周目には白崎選手が 1 分 38 秒 567 でトップに立ち、2 番

手には村田悠磨選手（Rn-sports 制動屋 Vierueka）が 1 分 38 秒 590 で、3 番手には元山泰

成選手（Ecotech Works）が 1 分 38 秒 790 で 3 番手につける。 

計測６周目には元山選手が 1 分 38 秒 418 を叩き出し、一気にトップに浮上。白崎選手は 1 分 38

秒 438 までタイムアップしたものの 2 番手に後退した。 

計測７周目には 1 分 38 秒 298 までタイムを縮めた白崎選手がトップを奪い返す。元山選手はタイ

ムを更新できず、2 番手に後退。3 番手には田中選手が、1 分 38 秒 429 までタイムアップして滑

り込んで来た。 

予選はこのまま終了。ポールポジションは白崎選手が獲得し、2 番手は元山選手、3 番手は田中選

手。4 番手に村田選手が、初参戦のシムレーサー三浦柚貴選手（LAPS レヴレーシング）が健闘して

5 番手に入り、6 番手で小川涼介選手（HIROTEX M2 KK-SII）が続いた。 

 

ポールポジション：白崎稜選手（TAKE FIRST スタッフリソース）  

「タイム差が縮まっているので、なんとかしないといけないです。後

ろでスリップにつかれていましたが、見ずに集中してタイムを出せ

ればいいかなと思っていました。昨日、一昨日と雨だったので、ド

ライのテストがあんまりできていないんです。決勝は情報が少ない

中で戦っていくので、なんとかしないといけません。駆け引きで離

せたらいいですね」 

 

予選 2 番手：元山泰成選手（ECOTEH WORKS）  

「イン側スタートなので、僕的にはいいかなと思います。クルマはリ

ヤが出ていたので、それが抑えられていたら、もっと行けるかなと

いう余裕はありました。前回はスタートをミスして、それが痛かっ

たので今回は落ち着いてスタートをし、明日もレースがあるので、

クルマを壊さないようにゴールしたいです」 

 

予選 3 番手 田中風輝選手（M2 engineering KK-SII） 

「木、金の練習はドライで走ることができなくて、予選はぶっつけ

でドライだったので、正直タイムが出るかどうか分かりませんでし

た。3 番手なので優勝は狙えると思います。自分の出せる全力で

戦います。スタートを決めて前に出られれば接戦になると思いま

す」 

 



決勝レース １ 

 

決勝レース１は、太陽が高く昇り雲が掃けた酷暑のなか、土曜日の午前 11 時 35 分にフォーメーシ

ョンラップが始まった。 

ポールポジションの白崎選手は蹴り出しが鈍かったため、後続に並びかけられるも 1 コーナーでは

トップを死守。2 番手、3 番手には予選順位どおりに、元山選手と田中選手が続く。4 番手には、ひ

とつポジションを上げた三浦選手が、5 番手には小川選手が、6 番手には予選 7 番手から上がった

板倉慎哉選手（AMORE TOKYO F レーシング）が続く。 

トップ白崎選手が 2 周目に入って間もなく、ジャンプスタートに対する 10 秒のタイムペナルティが

アナウンスされた。スタート前、レッドシグナル中にクラッチを踏んで待機していた時にマシンが動い

たようだ。白崎選手自身も自覚があったようで、ピットから掲示された「10 秒」のボードを見て、こ

のペナルティを知ることなる。 

ここから白崎選手は 2 番手以下を突き放しにかかり、4 周目にはその差を 3 秒 2 まで広げた。５周

目には、田中選手がヘアピンで元山選手のインを刺

し、2 番手に浮上。さらに元山選手には、徐々に三浦

選手が接近してきた。 

同じく 5 周目には、小川選手をとらえた板倉選手が 5

番手に浮上。しかし、8 周目には予選 12 番手から猛

然と追い上げて来た髙口大将選手（FTK・レヴレーシ

ングガレージ）が、板倉選手の背後に迫る。レース２が

6 位までのリバースグリッドとなるため、板倉選手は

あえて無理をせず、髙口選手を前に出し順位を 6 番手に戻す。 

8 周目、白崎選手は 5 番手を走る高口選手との差を 10 秒以上と広げ、実質 4 番手まで浮上した。

しかし、高口選手と 4 番手の三浦選手の差は大きく、これ以上の上位進出は難しそうだ。 

トップでゴールをしたのは白崎選手だったが、10 秒ペナルティがあるため 4 位に降格。今シーズン



からジャンプスタートに対するペナルティが、ドライビングスルーからタイム加算になったことに救わ

れた格好だ。 

 

 

 

優勝は 2 位でゴールした田中選手で、鈴鹿に続き 2 連勝。2 位には最後まで三浦選手を抑えきり、

3 位でゴールした元山選手が入った。3 位に入った三浦選手はシミュレーター出身の 16 歳。デビュ

ーレースで表彰台に登った。 

4 位は白崎選手、5 位は髙口選手、そして 6 位は板倉選手が獲得。7 位にはデビューレースを予選

のコースアウトによって最後尾からスタートしながら、激しく追い上げてきた堂園選手が入った。 

 

優勝：田中風輝選手（M2 engineering KK-SII） 

「3 番手からスタートしてうまく 2 番手に上がりましたが、トップと離れてしまったので、優勝は無理

だと思いました。トップの人のペナルティで 1 位になれたので、結果としては良かったのかと思いま

す。ゴールしてから優勝を知りました。次もトップになる勢いで頑張ります」 

 

2 位：元山泰成選手（ECOTEH WORKS） 

「予選ではオーバー気味にセットを振って、決勝は暑くなるのでセットを変えました。それがはまらな

くてコンマ 5 くらいはタイムが落ちました。悔しいです。田中君は勢いがあるので上がってくると思

っていました。バトルしても仕方ないので譲って、自分のペースで走りました」 

 

3 位：三浦柚貴選手（LAPS レヴレーシング） 

「初レースだったのでいろんなことが不安でした。スタートも行けるかなと思いましたが、ホイールス

ピンしまくって普通に失敗しました。出遅れましたが、集団の中にとけこめて、細かいミスは多いで

すが大きなミスもなかったです。ペナルティで 3 番手に上がれましたが、そんなに嬉しくないです。

16 歳で、カートは出ていなくてシミュレーターをしていました。シミュレーターのラリークロスはワー

ルドレコードを更新しました」 



 
決勝レース２ (リバースグリッド制) 

決勝レース 2 は、明けて 20 日、日曜日の午前 8 時 45 分にフォーメーションラップが始まった。岡

山は早朝からほぼ快晴。今日も岡山県には熱中症警戒アラートが発表され、太陽は低いものの気温

はぐんぐん上がり、酷暑のなかでスタートを迎えた。 

スターティンググリッドは昨日の第 5 戦の結果で決定され、上位 6 人がリバースグリッドとなり、ポ

ールポジションは板倉選手、2 番手は髙口選手、3 番手は白崎選手、以下三浦選手、元山選手、田中

選手の順となっている。 

スタートでは昨日のジャンプスタートが頭をよぎったか、3 番手の白崎選手の動き出しが悪く、順位

を落としそうになる。しかし、1 コーナーで大外狩りを決めてポジションをキープ。トップは板倉選手、

2 番手は髙口選手、3 番手は白崎選手の順で 1 コーナを通過。バックストレートからリボルバーでは

髙口選手が、白崎選手と田中選手に相次いでかわされ、4 番手に後退する。 

1 周目のコントロールラインには、板倉選手、

白崎選手、田中選手、髙口選手、元山選手、三

浦選手、堂園選手、宇高希選手（テイクファー

スト SAKURA）の順で戻ってきた。 

2 周目のアトウッドでは、白崎選手が板倉選手

をかわし、早くもトップに立つ。板倉選手はダ

ブルヘアピンで田中選手にもかわされ 3 番手

に落ちる。3 周目にも板倉選手は元山選手と

堂園選手に抜かれ、5 番手まで後退。この間に

トップ白崎選手は、2 番手に上がった田中選

手との差を 1 秒 1 とする。 

4 周目の 2 コーナー、後方集団でアクシデントが発生し、ここでセーフティーカー（SC）が導入され

た。SC は 8 周を終わって退き、レースは 9 周目から残り 4 周で再開された。 

リスタートを決めた白崎選手は、田中選手との差を再び 1 秒 1 に広げて 9 周目に突入。10 周目、

11 周目と田中選手がファステストラップを連発して追い上げるも、タイム差は大きく、コンマ 7 秒差

まで迫るのがやっと。順位は変わらず、12 周のゴールを迎え、白崎選手が今季シリーズ 3 勝目を飾

った。 



元山選手は 4 番手に上がってきた堂園選手に背後を脅かされていたが、最後は突き放して 3 位は

元山選手、そして 4 位は堂園選手が獲得した。序盤に 5 番手まで落ちたポールスタートの板倉選手

だったが、そこからは粘り、この順位を譲らなかった。 

終盤には髙口選手と三浦選手、チームメート同士の 6 番手争いが白熱。最終ラップの 1 コーナーか

ら 2 コーナーで並走するが、先輩の意地を見せた髙口選手が 6 位でゴールした。 

この結果、ポイントを 82 まで伸ばした白崎選手がランキングトップを堅守。田中選手が 57 ポイン

トで 2 位に浮上、3 位には 47 ポイントで元山選手がつけている。 

 

ジャパンリーグのランキングは、白崎選手が 14 ポイントにまで伸ばしトップに浮上。この大会不参加

の池田拓馬選手が 13 ポイントで 2 位に続き、このレースで 11 ポイントと荒稼ぎした田中選手が 3

位につけている。ジャパンリーグの最終戦は 10 月 7 日に富士スピードウェイにて開催される。 

 

 
優勝：白崎稜選手（TAKE FIRST スタッフリソース） 

「昨日のことがあったのでスタートが遅れました。でも 1 コーナーでアウトからまくって 3 番手のま

までした。2 周目にトップに出ましたが、田中くんが速いのは分かっているので、1 周目のうちにトッ

プに立ちたかったです。そこからセーフティーカーが出で、最後 2、3 周はニュータイヤを合わせきれ

ず、若干タイムが落ちました。田中くんが迫ってきましたが、リスタートをうまく決めて逃げ切れたの

が良かったです。次の鈴鹿 2 レースをしっかり決めたいですね」 

 

2 位：田中風輝選手（M2 engineering KK-SII） 

「6番手からのスタートでうまく決まって1周目で3台抜けたので、そこは良かったです。途中でSC

が入って、そこでのリスタートが悪かったです。最後は追い上げましたが、ぎりぎり周回が足りなか

ったです。もうちょっと周回があればトップには立てました。でも最低限のことはできたと思います」 

 

3 位：元山泰成選手（ECOTEH WORKS） 

「これが今の実力ですが、1位じゃないので素直には喜べないです。思ったより路面もグリップせず、

アンダー気味でした。堂園くんが追い上げてきてミラーで見ていたんですが、自分のペースで落ち

着いて走りました。最後は堂園くんもしんどそうでした。3 位なので次にはつながるかなと思います」 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 


